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下水処理水放流先に自生する二枚貝からのノロウイルス検出 

 

山形大学農学部 ○木村香月、西山正晃、渡部徹 

山形大学大学院農学研究科 伊藤絵里香 

 

１．はじめに 

毎年報告される食中毒感染患者数の約半分は、ノロウイルスによるものである 1)。その原因食品は、

二枚貝が約半分を占めている 2)。二枚貝がノロウイルスに汚染される経路は以下のように考えられる。

ノロウイルスは、感染患者の排泄物とともに下水処理場へ送られる。下水処理場で完全に除去されなか

ったウイルスは、河川や沿岸域に放流される。二枚貝はプランクトンを摂食するために、常に海水を体

内に取り込む。その際、二枚貝は、海水中に低濃度で存在するノロウイルスも取り込み、中腸線に濃縮・

蓄積する 3)。 

我々のグループは、東北地方の牡蠣養殖が盛んな地域において、定点とする医療機関からの感染性胃

腸炎の患者報告数が増加する前に、下水中のノロウイルス濃度が上昇することを明らかにした。現在、

冬季に行われる感染性胃腸炎の注意喚起は、患者報告数を基準としているが、この成果に基づくと、下

水中のノロウイルス濃度を基準にした方が早く流行の兆しをとらえることができる。 

昨年 11 月からは仙台市で、この下水モニタリングによる注意喚起システムの実証事業が始まった。

この事業により感染性胃腸炎患者が減少すれば、下水処理水放流先に自生する二枚貝の安全性の向上に

もつながる。本研究では、この事業の一環として、感染性胃腸炎の流行との関係に着目しながら、下水

処理水放流先に自生する二枚貝からノロウイルスの検出を行うことを目的とする。 

２．実験方法 

２．１ 試料採取 

仙台市七北田川の河口に位置する蒲生干潟にて、2017 年 7 月 13 日に事前調査を実施し、牡蠣、イソ

シジミ、およびイガイの 3 種類の二枚貝が生息していることを確認した。この結果をもとに、2017 年

10 月 18 日以降、同地点にて、隔週で牡蠣とイソシジミを継続的に採取した。 

２．２ 二枚貝からのノロウイルスの検出 

滅菌した眼科用剪刀はさみを用いて、二枚貝の試料から中腸線を摘出した。牡蠣、イソシジミは中腸

線 4 個を、イガイは中腸線 3 個を 1 つのコンポジットサンプルとした。中腸線の細胞粉砕後、遠心分離

を行い、上清をウイルス抽出液として回収した。回収した上清からウイルス RNA を抽出し、逆転写を

行った。逆転写された cDNA を用いてノロウイルス GI と GII の定量を行った 5）。 

３．結果と考察 

３．１ 事前調査の結果 

7 月の事前調査では、牡蠣、イソシジミ、およびイガイのいずれの二枚貝からもノロウイルスが検出

された。2 つの牡蠣サンプルからは GI と GII の両遺伝子型が同時に検出され、その陽性率はそれぞれ

40%（2/5）であった。イソシジミからは、ノロウイルス GII の陽性率が 60％（3/5）と同採取日で最も

高く検出されたが、GI は非検出であった。イガイからは逆に，ノロウイルス GII は非検出であったが、

GI の陽性率は 22%（2/9）であった。 
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３．２ 定期調査で明らかとした二枚貝のノロウイルス蓄積量の推移 

 10 月以降に採取した牡蠣とイソシジミからは、ノロウイルス GI、GII ともに検出された（図 1）。ま

た、7 月と比較して、陽性を示すサンプル数が増加した。このことから、胃腸炎の流行期に近づくにつ

れて二枚貝のウイルス汚染が進んだと考えられる。 

ウイルス蓄積濃度は、牡蠣では、102～103 copies/g-中腸線程度、イソシジミでは、103 copies/g-中腸線

程度であった。同じ日に採取されたサンプル間で比較すると、イソシジミの方が牡蠣よりも高いウイル

ス蓄積濃度を示した。また、10 月以降は、いずれの二枚貝においても流行期に近づくにつれてノロウイ

ルス GII の定量値が上昇を示した。一方で、ノロウイルス GI の定量値は、10 月から 11 月にかけて上昇

し、12 月には減少した。 

今後も、牡蠣およびイソシジミのノロウイルス蓄積量の定量を継続して実施し、下水中のノロウイル

ス量、ならびに仙台市の感染性胃腸炎患者報告数との関連を検証する予定である。 

 

 

 

 

 

 

４．まとめ 

下水処理水放流先に自生する二枚貝（牡蠣、イソシジミ、イガイ）から、ノロウイルス GI と GII が

検出された。7 月と比較して、10 月に採取した牡蠣およびイソシジミは陽性を示すサンプル数が増加し

た。ノロウイルス蓄積濃度は、牡蠣およびイソシジミにおいて、およそ 102～103 copies/g-中腸線であり、

感染性胃腸炎流行期に近づくにつれて上昇した。 
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図 1 牡蠣およびイソシジミのノロウイルス濃度（陽性検体の平均値）の推移 

(a) 牡蠣 (b) イソシジミ 
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